


















































































































































































































































































































































































































































































































????? ? ??? ??? ????? ? ???? ???っ??っ??? ? ??っ???
た指導員に関するアンケートの結果である。第3図は，指導員の説明が理解できたかどうかを示し
ているが，「たいへん良く理解できた」83．2％，「良く理解できた」！0．9％の数字は，指導員のサポ
ート効果が大であり受講生は指導員を評価していることを示すと判断できる。第4図は，指導員に
対する受講者の印象を示しているが，受講者の感じる指導員の印象は，82．4％が親切に指導しても
らったと感じている。
　それでは，指導員経験者の自己評価はどうであろうか。第6表は，最近3年間における各年度に
おいて，現役指導員の感じるメリットおよびデメリットについて面接調査した結果を示したもので
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回答入数
　入
　100
50
12
9
6
3
　　　第4図　指導員に対する印象
第3図の回答者：119名
82．4％
i98人）
10．9％
i13人）
40．3％
i48人）
7．6％
i9人）
不
親
切
親
切
??? ??っ????っ?
ある。メリットの面については，教えるために必要な事前準備的な勉強と教えることそのものによ
ってサポートに必要な知識および技術が強化されることを自覚すると共に，自主運営的な指導員組
織においてチームワークに基づく諸活動をすることにより，人間関係能力が修得されていることを
指導員各自が自覚していることを明示している。またデメリットにおいては，時間の拘束に関する
不満の他に瀾儲・関係機関（すな紡A給む担当獺禰轍ソター）に対する不iゐミ挙げ
られている。関係者・関係機関と指導員とは本来充分な了解のもとに活動していて，前者は後者の
環境を良好に保つよう配慮するのである。しかしながら後者の了解事項と矛盾するような前者の指
示や指導がある場合，それは後者の不満の原因となり，彼等の行動意欲を著しく減退させる。
17
第6表指導員の感じるメリットとデメリット
????
????
????
? ?
ッ
?
知　識・技　術 人間関係能力
・教えることによるロソピュ
タ知識の強化
。教え，ることによるコンピュ
　タ知識の強化
・他人のプPtグラムを理解す
る能力の強化
・プログラミングに幅がでる
・＝ソピュ　一一タの知識の強化
・多くの機器を使える
（年度後半頃から，人間関係能力養成の必要：性が話題になった）
・チームワークの訓練
・責任感の育成
・説明力の育成
・規鰯正しい生活の訓練
・コミュ＝ケーション能力の
育成
・組織力育成
・り一ダーシップ能力の育成
・丁丁正しい生活の訓練
・忍耐力
・教えることの喜び
・管理室の便利さ
・コミュニケーション能力の
育成
・組織力育成
・勉強への動機付け
・チームワークの訓練
・説明力の育成
デ　メ　リ　ッ　ト
時　間・自　由
・時間の拘束
　朝が早い・帰りが遅い
・自由な時間の不足
・管理上の権限が認められて
いない
・時間の拘束
・関係機関・関係者の不理解
・時間の拘束
・関係老・関係機関の不理解
　例
　　指導員の育成問題等
第7表指導員の学年別に感じるメりットとデメリット
??
四
??
???
? ?
ッ
?
知　識・技　術 人間関係能力
・教えることによるコンビュ
タ知識の強化
・教えなければ行けないとい
　うプレッシャーによる勉強
への意欲
・教えることによる＝ンピュ
タ知識の強化
r多くの機器を使える
・組織力育成
・規則正しい生活の訓練
・勉強への動機付け
・対人関係能力の育成
・チームワークの訓練
・責任感の育成
・説明力の育成
・規則正しい生活の訓練
・対入関係能力の育成
・組織力育成
・り一ダーシップ能力の育成
・規則正しい生活の訓練：
・潔ミュニケーション能力の
育成
・責任感の育成
・視野の拡大
デ　メ　リ　ッ　ト
時　間・自　由
・時間の拘束
・朝が早い
・帰りが遅い
・自由な時間の不足
・関係機関・関係者の不理解
・蒔間の拘束
・関係機関・関係者の不理解
・指導員の活動に対する誤解
・教職員のコミュニケーシa
ン不足による指示の矛盾
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　さらに第7表は，1988年度末において3・4年の指導員および指導員経験者で卒業後1年目の社
会人に対して，指導員経験の評価について面接調査した結果を示したものである。そのメリットと
して，3年次においてはサポートに必要な専門知識を修得しなけれぽならないというプレヅシャか
ら来る勉強意欲が好影響を与え，4年次においては組織運営の中枢にいる漁場上，生起する種々の
問題に対して人間関係能力修得訓練の一環として意欲的に取組む姿勢がうかがわれる。卒業生の場
合，社会人として指導員組織を振り返ってみると，それは人間関係能力を修得するための研鑛の場
であったことを強く意識し，その経験をメリットとして評価している。デメリットにおいては，学
年が進むと他の不満は解消していくのであるが，関係者・関係機関の不理解に対する不満は，組織
を運営する負担が重くなるのにつれて増大する。指導員の指摘する不満の中に，数年前までは時々
生じていた受講生とのトラブルに関する事項が皆無であったことに安堵感を覚える。
おわりに
　ゼミナールにおいて指導員を育成し，それを多入数の＝ンピュータ実習講座に導入してきたAと，
指導員の現役時に指導員の組織化を行い，多くの問題を解決してきたBの体験と事例に基づいてそ
の拡充過程に係わる諸問題を考察してきた。8年間に及ぶ指導員制維持の背後には，本学における
諸機関の善意による配慮があるのであり，この方向は今後も保持できるものと思う。インフォーマ
ルで自主運営的な指導員グループが充実するためには，関係者・関係機関と指導員とのコミュニケ
ーシsソを踏まえた問題解決とそれを支援する環境が不可欠である。情報講座と清報センターの共
通の成果である指導員（あるいはそれに相当する学生）を数多く育成し，それを次の能力段階に引
き上げるための麗々の場として指導員組織を位置付けることが重要であると考える。
　ここで取り上げた指導員組織のような学生の自主運営的な研鑛の場は，善良で思いやりのあるの
ある環境では大いに育つものであるし，そのような場が大学キャンバスにおいて数多く発生するこ
とに筆者は価値を見い出す。
（付記）
　本稿で取り上げた指導員制は，1988年度初頭までの状況を踏まえた考察である。指導員組織を整
備拡充して積極的に育成すれば情報教育は活力を得ると思うが，そのためには幾つかの訪露を解決
しなければな：らない◎
　今回は実態把握のためのデータ分析を十分に行えなかったのは残念であるが，それは鋼の機会に
譲りたい。（1989．3．20完）
！9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔注〕
（1）　三菱総含研究所の調査報告「大学におけるコンピュータ利用に関する調査（1984年9月）jによれば，
　　コンピュータ概論の実翼実施率58．8％，平均履修学生285人，必修率24．9％であり，授業に占める実覆
　　の割合は40．4％である。
（2）情報化白書Q987年度）の国内認ンピュータ・ユーザ932社に対する使罵言語調査によれば，　COBOL
　　68．0％，アセンブリー雷語6．3％，FORTRAN　6，8％である（203頁）。　COBOL雷語は，アプリケーシ
　　Stンソフトの開発用雷語として，広汎に利用されている。
（3）　高度情報処理技術者に必要な能力・資質に関する調査によれぽ，現在必要な資質として「柔軟性・弾
　　力性ある思考力・発想力（49．9％，1位）」，「コミュニケーション能力（46．8％，2位）」，「管理能力
　　（22．1％，6位）j，「責任感（22．1％，8位）」，「指導力・統率力（20．3％，10位）」，「調整力・折衝力
　　（17．7％，！3位）」等が示されている（情報化白書1988年度，240頁）。これらの資質は組織活動によっ
　　て効果的に訓練・習得されるものであり，指導員組織の騒指すものと一致するので，本稿ではそれらを
　　一括して人間関係能力とした。
